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日本赤十字豊田看護大学紀要 10巻 1号，51−61，2015

Ⅰ．はじめに

　平成 24 年３月 11 日 14 時 46 分に発生した東日本大震
災は多数の犠牲者を出し、わが国において歴史的な災害
となった。日本赤十字社では全国の赤十字病院から、発
災当日に DMAT（Disaster Medical Assistance Team）
22 班、救護班 33 班の計 55 班が、翌日には DMAT ９
班、救護班 29 班の合計 93 班の医療救護班が出動した

（勝美 ･ 丸山 ･ 内藤他，2012）。所属する名古屋第一赤
十字病院は同年７月 22 日までに、救護班 16 班、救護員
101 名、病院支援要員等を含めると合計 131 名を派遣し
た。これまで、常備救護班要員、日本 DMAT 隊員であ
った自分が、初めての救護活動として初動救護班救護員
として活動した。
　初動救護班看護師としての活動経験について、また、
救護班として医療を提供するのに必要な知識や技術を習
得する機会として、現在携わっている救護員養成に関す
る研修ついて述べる。

Ⅱ．東日本大震災における救護活動

　１．発災当日
　業務を終えて帰宅の途に着こうとしていたときに、１
階の職場で大きな揺れを感じた。職場のテレビで宮城県
沖を震源とする大規模な地震であることを確認した。救
護班または DMAT としての派遣の可能性を予測し、情
報収集と準備のため、院内にしばらく待機していたが、
夜勤明けであったため病院を後にした。自宅を目の前に

したところで、初動班に編成され、救護班が直ちに出発
する状況にあることを告げられた。急ぎ携帯電話充電
器、カメラ、コンピューターを取りに自宅へもどり、家
族には「救護活動のために東北へ行く。２、３日でもど
るだろう」と一方的に伝えた。
　18 時、名古屋第一赤十字病院（以下「名一日赤」と
いう。）第一班救護班は病院を出発した。途中、日本赤
十字社愛知県支部（以下「支部」という。）災害対策本
部要員、名古屋第二赤十字病院（以下「名二日赤」とい
う。）２個班（１個班は日本 DMAT として活動）と合
流し、総勢 21 名が合同チームとして車両６台で「北へ」
と向かった。移動中や各休憩所、合流地点などでチーム
ビルディングや情報収集、情報共有がなされた（写真
１）。日赤無線や支部災害対策本部との情報交換や広域
災 害 救 急 医 療 情 報 シ ス テ ム（EMIS：Emergency 
Medical Information System）等から、目的地へと移動
しながら限られた通信手段のなかで情報収集がなされ
た。進路は中央自動車道から東京都を抜け東北自動車道
で北上するルートを予定した。

写真１．サービスエリアで進路の検討
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　24 時を目前に、目的地は仙台、盛岡方面へと決定さ
れ、中央自動車道を甲府で一旦降り、引き返しながら長
野自動車道、北陸自動車道で北上する進路に変更した。

　２．発災翌日
　12 日１時 45 分、名一日赤救護班班長乗車の車両は必
要資材の調達のため長野赤十字病院へ向かい、その後、
再び合同チームに合流した。３時 59 分、上信越自動車
道を新潟県に入った辺りを走行中に長野県北部地震が発
生した。車両を緊急停止したのち、合同チームは側近の
パーキングエリアで緊急的に集合し、全員の無事を確認
した。今後の活動に対する安全確認、および、この地震
による支援ニーズ把握のため待機したが、しばらくして
ニーズはないことが確認され再び出発した。
　６時、米山サービスエリアでの合流を最後に名ニ日赤
DMAT は、合同チームを離れ岩手県花巻 SCU（Staging 
Care Unit）活動へ向かった。合同チームは日本赤十字
社本社命令により、日本赤十字社福島県支部の救護要請
に応じるため福島へ急行することとなり、磐越自動車道
から東北自動車道で福島県入りを目指した。磐越自動車
道は閉鎖中だったが、緊急車両として走行許可を受け、
福島飯坂インターで一般道へ入り相馬郡を目指した。
　16 時過ぎ、最初の活動地の相馬郡新地町役場災害対
策本部に到着し（写真２）、高血圧症状を訴える被災者
への救護活動を実施した。新地町役場上階には住民が大
勢避難しており、駐車場では避難者のための炊き出しも
されていた。その後、既に現地で活動を始めていた長岡
赤十字病院救護班等との医師ミーティングにおいて、医
療ニーズがより高い地域があるという情報により、宮城
県白石市を新たな目的地とした。また、原子力発電所の
状況についての情報も収集した。

　18 時 30 分、宮城県白石市役所に到着した。白石市災
害対策本部との協議の結果、救護活動拠点として
ｄ ERU（domestic Emergency Response Unit）を展開
することになった。長岡赤十字病院救護班、日本赤十字
社医療センター救護班、横浜市立みなと赤十字病院救護
班も白石市災害対策本部に到着し、５個班ともに翌日の
活動に備え、活動予定地で車中泊をした。朝を迎えるま
でに３～４度、車内メンバーの３台の携帯電話でそれぞ
れ緊急地震速報が鳴り、余震のために車両もたびたび揺
れた。

　３．発災後３日目
　13 日午前７時、日赤救護班５個班からなる混成チー
ムと地元保健師とで活動の打ち合わせをした（写真３）。
名一日赤救護班はｄ ERU 内での救護所救護活動を担当
し（写真４）、他４班は地元保健師に同行し巡回診療を
実施した。

写真２．新地町医療災害対策本部へ到着報告

写真３．白石リハビリセンターで地元保健師と打ち合わせ

写真４．白石市民バス駐車場でｄ ERU 救護所を開設
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　救護所では近隣から小児の感冒症状、経管栄養剤や医
療機関案内の問い合わせを受けた。肺炎疑いの患者１名
を診察した結果、加療目的のため救護班車両で近隣公立
病院へ搬送した。その後、高血圧症状の患者を診察し
た。巡回診療後の地元保健師に対し、名一日赤救護班長
や主事（救護班における庶務的役割を遂行する）から重
症度による区分けを考慮した効率的な避難所巡回、手指
消毒剤の使用などの避難所における衛生対策について助
言がなされた。
　15 時過ぎ、日中に情報収集で宮城県庁へ出向いてい
た支部災害対策本部要員、名二日赤の看護師長がもどっ
た。白石市の医療ニーズおよび、現地医療機関の状況な
どの情報収集の結果を検討し、救護活動の撤収、石巻赤
十字病院（以下「石巻日赤」という。）への移動が決定
された。17 時にはｄ ERU の撤収も完了し、漆黒の街中
を抜け、21 時過ぎには石巻日赤に到着した。
　発災後 50 時間を経過し、周囲地域とはまるで別世界
のように自家発電で明々とした院内を抜け、合同チーム
の各班長と看護師長、支部対策本部要員で石巻日赤災害
対策本部（以下「対策本部」と言う。）へ到着報告に向
かい、その他メンバーは対策本部へ情報収集に向かっ
た。院内や救護班待機室には各地から参集した DMAT
及び救護班が所狭しと情報収集をしたり、休息をとって
いた。救護関係者や病院職員の専用エリアを出ると、被
災傷病者や避難者でごった返しているかのようにも一瞥
できたが、大勢つめかけてはいたものの秩序ある環境で
あった。また、救援者は繁忙ながら丁寧に対応してい
た。院内各所には、黄緑色の上着を着た病院職員が容易
に識別できた。ゾーニングされた診療スペース以外に
も、院内の廊下などいたるところで避難者が、各自毛布
一枚程度で整然と横たわり、傍らには家族が付き添い介
護する姿が目に入った（写真５）。

　４．発災後４日目から帰還日まで
　３月 14 日、石巻日赤への避難者や傷病者の集中を回
避するため、ｄ ERU を展開しての病院前トリアージ活
動へと運動公園に７時過ぎに出発した。現地では自衛
隊、消防が活動を展開しており、次々に救助者を乗せた
ヘリコプターが到着した（写真６）。現場には混乱や切
迫した医療ニーズはないものの、ｄ ERU 展開場所の検
討をしつつ、合同チームは待機した。自衛隊および後着
した山形 DMAT との情報交換、協議の結果、活動は
DMAT に委任し、合同チームは 9 時 30 分に石巻日赤
へ帰院することになった。途中、避難所の現状、支援ニ
ーズの確認指令が出たが、出発前に中止となった。次
に、活動現場においてトリアージタッグが不足している
との求めに、持参分を提供するために災害対策本部へ引
き返した。

　10 時 30 分過ぎ、自衛隊が開設しているトリアージエ
リアへの支援指令が下り、現地へ出発した。対策本部で
配布された石巻市街地図（写真７）を参考に、冠水して
いる地域を迂回するなどして前進した。途中、移動車両
内で津波警報が発令した。病院へ撤退することに決定し
たものの、道は完全に渋滞し車両は引き返すこともでき
ない状態で、しばし路上で立ち往生した（写真８）。
　12 時には何とか石巻日赤へ帰還した。そこには後続
第２班の合同チームが到着していたため合流した。すぐ
に、１班と２班の合同チームで全体の引継ぎを行い、次
に職種別で引継ぎをした。看護職間では石巻日赤病院支
援状況、石巻市内の様子、１班の活動、ライフラインを
含めた生活一般、携行資機材、危機管理、通信手段等に
ついて引き継いだ。
　ｄ ERU と数台の車両を後続班に残し、14 時には石巻
日赤を後にしていた。帰途は東北自動車道の古川インタ写真５．石巻日赤到着時の玄関ホールの様子

写真６．各地から救助され避難所への移動を待つ人々
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ーから東北自動車道を南下し、途中で休憩しながら最終
的には東名高速道路を経て 14 時間半の帰路であった。
　合同チームは 15 日、深夜４時過ぎに名二日赤に到着
した。早朝にも関わらず、両病院関係者によって出迎え
を受けた。病院では放射線被爆量検査の準備がされてお
り、合同チームメンバー全員が検査を終了し、問題がな
いことが確認された後に解散となった。名一日赤メンバ
ーと共にタクシーで 5 時過ぎに病院に到着した。翌日
16 日は慰労休暇となった。

Ⅲ．救護活動を終えて

　初動班の救護活動は情報収集、活動場所の選定、活動
内容の決定などに終始するのではないかと漠然と想定し
ていた。実際に、情報収集や各機関との連携、通信手段
や移動方法の確認、活動場所や活動内容の決定などに多

くの時間が費やされた。情報収集に奔走し、活動と移動
を繰り返しながら、最終的に石巻日赤を拠点とする活動
に決定された。
　名一日赤救護班には薬剤師が主事として編成されてい
た。医療相談では処方薬に関するものも多く、他救護班
の携行薬剤を確認して対応したりと、救護班において薬
剤師が果たす役割は極めて大きかった。
　看護師としては、白石市での医療相談や地元保健師と
巡回診療、医療ニーズの把握、dERU を展開した救護所
での数件の救護活動であった。活動の多くの時間を情報
収集に費やした。巡回診療や避難所における救護活動な
どでは具体的な医療サービス、ライフラインを含めた日
常生活、避難所状況などを一定の基準にそって情報収集
をし、ニーズをアセスメントする必要性があった。例え
ば、スフィア・ハンドブックにあるような最低基準や基
本指標を指針として応用することができると考える（ス
フィア・プロジェクト　2011）。実際に石巻医療圏では、
３月 17 日からアセスメントシートを使用して全避難所
アセスメントが開始された（日本赤十字社　2014）。収
集した情報をアセスメントし、必要な援助活動を具体化
させていくことも重要である。「こころのケア」活動と
して実施したものはないが、ひとつひとつの救護活動の
中では「こころのケア」を意識して行動していた。
　また、救護活動は自己完結が鉄則であるが、今回の初
動活動においては出動時、また平時の準備不足を否めな
かった。想定を超えた規模の災害であったとはいえ、複
数の通信機器の使用や危機管理体制、移動距離や活動期
間の長さなど、救護活動経験者の経験知だけでは対応し
きれなかった。初動救護活動だけではなく全体の救護活
動終了後、それらの問題点はフィードバックされ、名一
日赤でも多岐におよぶ改善、備蓄の整備がなされた。看
護の専門性を高めるだけでなく、一救護員として救護活
動を支えるためにも極めて基本的な技術や知識を活用す
る必要がある。職種により限定された役割もあるが、職
種にこだわらない業務は相互に協力、調整し、柔軟な対
応は必至である。改めて主事が担う役割の重要さを実感
した。

Ⅳ．救護員の養成

　東日本大震災で名一日赤からは、救護班要員、こころ
のケア要員、病院支援要員として 64 名の看護職が派遣

写真７．避難所および浸水範囲が記された地図

写真８．津波警報発令で高架上で立ち往生したときの市内の様子
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された。看護職においては必要な救護研修を終え、救護
員登録されているものが派遣された。しかし、長期にわ
たり救護活動を展開するために、研修を終了していない
救護員も実際には派遣されていた。
　日本赤十字社防災業務計画には「社長及び支部長は、
災害救護活動を円滑に実施するため、すべての職員に対
し初動活動の重要性及び活動内容、日本赤十字社独自の
活動と地域防災計画における役割、知識と技術を習得さ
せるよう災害救護に関する研修や訓練を実施する。」と
定められている（日本赤十字社　2009）。平成 25 年に
は日本赤十字社愛知県支部救護員登録・研修体系指針

（以下「指針」と言う。）が制定され、指針に則り、支部
および県内名一日赤、名二日赤、愛知県赤十字血液セン
ターの各施設は基礎研修、中級研修、上級研修を実施し
ている（日本赤十字社愛知県支部　2013）。また、日本
赤十字社は、日本赤十字社救護規則及び関連通知によ

り、「救護員としての赤十字看護師研修」を修了したも
のを救護員としての赤十字看護師として登録することに
なっている（日本赤十字社　2014，168）。

　１．名古屋第一赤十字病院災害救護基礎研修（基礎研
修）

　名一日赤では指針に則り、「災害発生時に円滑な救護
活動ができるよう、赤十字の救護員を確保・養成するた
め、救護に関する知識と技術を習得させるとともに、災
害拠点病院としての救護体制の推進を図ること」（名古
屋第一赤十字病院　2014）を目的として年に一度基礎
研修を実施している。医師を除く全職種による、およそ
40 名の参加者が講義、実習、グループワークを通して
受講する（写真９、10、11、12）。本研修は職種や救護
班での役割に特化せず救護員個々としての基本的な統一
プログラム（図１）になっている。

写真９．実習：基礎行動 写真 11．実習：救急車の取扱

写真 10．実習：業務用無線 写真 12．実習：トリアージ及び記録実技
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　２．日本赤十字社愛知県支部救護員研修（中級研修）
　支部は、日本赤十字社防災業務計画並びに日本赤十字
社愛知県支部防災業務計画の基本方針に則り、「救護班
要員を対象に、支部・施設における災害救護実施対策本
部運用研修、救護実習等を行い、災害発生時に円滑な救
護活動が実施できるよう必要な知識と技術の習得ととも
に、救護員としての意識の高揚を図る」（日本赤十字社
愛知県支部　2014）ことを目的として年に一度研修を
実施している。名一日赤２個班、名二日赤２個班、愛知
県赤十字血液センター、日本赤十字豊田看護大学、支部
から約 40 名が参加する。愛知県支部防災ボランティア、
警察、消防、他企業等の協力をも得て、図２のように、
講義、グループワーク、机上シミュレーション、実習、
集結訓練、ｄ ERU を展開しての実働訓練、野営訓練等

からなる研修会になっている（写真 13、14、15、16）。
中級研修では、医師および看護師、主事および災害対策
本部員と職種別のプログラムも編成しており、それぞれ
の救護員役割を通して、救護班としての救護活動を習得
できる内容となっている。

　３．全国赤十字救護班研修会（上級研修）
　平成 21 年から本研修会は開催されている。災害の超
急性期医療を含めた日赤救護班の初動活動の強化と技術
のレベルアップを図るため（日本赤十字社　2014)、全
国赤十字救護班研修会は年に４回開催され、70 名前後
が日本各地の赤十字施設から参加する。研修会で指導す
るインストラクターは日本 DMAT 養成研修でのインス
トラクターも担っているものも多い。最近の救護活動報

図１．名古屋第一赤十字病院　平成 26 年度災害救護基礎研修プログラム
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図２．日本赤十字社愛知県支部　平成 26 年度救護員研修プログラム

写真 13．シミュレーション：災害現場到着 写真 15．シミュレーション：ｄ ERU を用いた救護所の開設

写真 14．実動訓練：災害拠点病院支援 写真 16．実働訓練：ｄ ERU を使用した救護所運営
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告等も含め、基礎研修や中級研修で得た知識を統合でき
る内容となっており、日本 DMAT とも共働する共通の
知識・技術を学ぶべく、日赤 DMAT 研修会とも呼称さ
れる（写真 17、18、19）。また、広域・全国的な応援体
制時にはブロック横断的に他の都道府県支部や赤十字施
設等と連携・協働するため、参加者は所属施設を排除し
たグループ編成の中で、チームビルディング、情報共
有、意見交換を重ねながら、実習や訓練を通し「顔の見
える関係」を構築する機会ともなっている（図３）。

写真 17．机上シミュレーション

図３．日本赤十字社　平成 26 年度第 3 回全国救護班研修プログラム

写真 18．職種別実習：災害拠点病院支援

写真 19．総合訓練：局地災害時の現場医療救護活動
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　４．専門研修（研修生として参加）
　支部は救護員を対象として、こころのケア研修、
ｄ ERU 研修、ロジスティック研修を専門研修として実
施している。

　５．救護員としての赤十字看護師研修
　日本赤十字社救護規則（日本赤十字社　2014）にお
いて、「救護員としての赤十字看護師研修実施要綱」が
策定されている（日本赤十字社　2014）。平成 10 年度
以降において看護教育施設を卒業したものを対象に、各

図４．災害看護教育の体系図
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図５．救護員としての赤十字看護師研修の研修科目と教科内容
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施設での研修を修了し、看護師として３年以上勤務した
者に対して、赤十字看護師として救護員の登録をするこ
とになっている。
　東日本大震災での救護活動終了後、日本赤十字社事業
局看護部は災害看護教育のあり方について検討し、平成
25 年８月「日本赤十字社　救護員としての赤十字看護
師等研修プログラム」が作成された（日本赤十字社事業
局看護部　2013）。この研修プログラムから「災害看護
教育の体系図」（図４）、「救護員としての赤十字看護師
研修の研修科目と教科内容」（図５）を示す。「救護員と
しての赤十字看護師」登録前の看護を対象とした研修は
内容を一部改定され、登録後の看護師や看護師長をも対
象とした研修プログラムが加えられた。
　名一日赤では赤十字概論、災害看護論と研修科目ごと
に研修会を開催し、平成 25 年度は 30 名が救護員として
新たに登録された。救護員としての赤十字看護師登録後
の研修に至っては開催に至ってない。

Ⅴ．おわりに

　震災発災前から名一日赤や支部の救護員研修に携わっ
ていたが、震災後には、より一層救護員個人として学ぶ
だけではなく、研修会や実働訓練を通して学び合いたい
という気持ちを強くした。救護員として登録後、自分の
ように救護活動を経験する事のない看護師は少なくな
い。災害訓練の機会も限られている。「日本赤十字社　
救護員としての赤十字看護師等研修プログラム」にある
ように、救護員登録後の看護師への研修会プログラムも
策定された。関連機関やさまざまな救護班、他職種など
との調整能力や、あらゆる災害サイクルにも対応した医
療救護から被災者の生活支援など、活動期間だけではな
く内容的にもシームレスな救護活動にできるよう、自分
も含め看護の専門性を発揮させられる救護員の養成が強
く求められる。
　石巻日赤職員は被災者でありながら救援者として活動
し、「赤十字のマークを見て、安堵から涙を流したこと
を覚えています。」（金 ･ 高橋 ･ 阿部他， 2011）と後に述
べている。赤十字の使命を果たすべく、東日本大震災や
過去の災害救護活動、後方支援活動の経験を教訓とし
て、平時からより実践的な研修会や災害訓練に真摯に取

り組むことは言うまでもない。大震災後、赤十字に限ら
ず、救援者や救護活動への受援者からの期待はさらに高
まっている。局地災害や南海トラフ地震のような広域災
害、特殊災害など災害も多様であるなか、赤十字救護員
として教育、救護活動の実践を通じて災害救護業務を担
っていきたい。
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